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〔目的〕

海綿静脈洞の硬膜動静脈奇形は，外頚および内頚動脈の硬膜枝と海綿静脈洞との聞に動静脈短絡ができ

たものである。通常は軽い眼症状を呈し，自然治癒も稀ではないが，症状が強いものに対しては治療が必

要になる。外頚動脈の塞栓術は 外頚動脈の分枝からの血流を遮断し，全体の短絡量を減らす乙とにより

症状の改善をはかるもので 種々の治療法のなかで，安全で効果的な治療法とされている。乙れまで塞栓

術後の治癒には，流入動脈の閉塞だけでなく流出静脈の血栓形成が関与している乙とが示唆されているが，

詳細な検討は未だ行なわれていない。海綿静脈洞の流出路には，短絡量の多寡や血栓の有無1とより，本来

の経路である下錐体静脈洞以外に，上・下眼静脈やさらには脳皮質静脈が含まれる。乙の研究の目的は，

塞栓術後の流出路の静脈血栓の形成を検討し，塞栓術において静脈血栓が果たす役割を，結果との関連で

明らかlとする乙とである。

〔方法〕

3 カ月以上にわたって眼症状が続く，海綿静脈洞の硬膜動静脈奇形 9例に外頚動脈塞栓術を施行した。

全例とも外頚および内頚動脈からの短絡が認められた。

塞栓物質は全例に polyvinyl-al cohol (P V A) 細片を用いた。 6.5 F のH1Hカテーテルを大腿

動脈から外頚動脈の枝に選択的に挿入した後，予め 0.5 -1 mmに裁断しておいたPVA細片をJI慣行性の

流れが充分に減少するまで段階的に注入した。塞栓術終了直後 (7 例) ，および 1-8 カ月後に follow 

-up (6例)の頚動脈造影を行い，塞栓術前の造影と比較し，静脈血栓の形成と治療成績について検討し

FLO 
E-u 

噌
i
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〔成績〕

塞栓術は大部分の症例でほぼ完全で、あった。

塞栓術後症状が消失したものが 6例，塞栓術にひき続き肢寓動脈から中大脳動脈へのバイパス術を行っ

て消失したものが 1 例であった。塞栓術後症状がなくなるまでの期間は，多くの症例で数カ月を要し，最

長のものでは 1 0 カ月を要した。術前に脳皮質静脈への high flow drainage が見られた 2例は症状

が改善しなかった。

流出静脈の血栓は塞栓術前には 5例 lと，術後は全例 lと認められた。下錐体静脈洞，上眼静脈が最も血栓

形成の多い部位であった。塞栓術後 6例に静脈血栓による drainage pattern の変化が見られ，その

うち 2 例では follow-up の頚動脈造影で海綿静脈洞全体の血栓形成が確認された。

〔総括〕

外頚動脈塞栓術は，内頚動脈からの血流がある場合には，外頚動脈の塞栓が完全であっても不完全な塞

栓にならざるをえず，結果の予測は容易ではない。

筆者は，塞栓術による治癒には，流入動脈の塞栓とともに流出静脈の血栓形成が重大な役割を果たす乙

とを明らかにし成否が drainage pattern に依存するということから，以下のような結論を得た。

1 )脳皮質静脈への high flow drainage を伴わないものは，外頚動脈塞栓術によって治癒が期待で

きる。ただし，多くの例では静脈血栓の完成に時間がかかるので治癒までにかなりの時間を要する。

2) 脳皮質静脈への drainage を伴う high flow のものは，静脈の血栓ができにくく外頚動脈の塞栓

だけでは効果が充分でないと予想されるので，他の治療法を考慮すべきである。

論文審査の結果の要旨

本研究は，海綿静脈洞硬膜動静脈奇形の治療法の一つで、ある外頚動脈塞栓術の適応の確立のために，塞

栓術において流出静脈の血栓が果たす役割を明らかにしようとしたものである。塞栓術後の流出静脈の血

栓形成を詳細に検討した結果，塞栓術の効果が流入動脈の閉塞とともに流出静脈の血栓形成によることを

明らかにした。また，治療成績が流出パターンに依存することを見い出し，脳皮質静脈への流出量が多い

もの以外は外頚動脈塞栓術によって治癒が期待できる乙とを示した。この乙とは本症の適切な治療方針決

定の上で貴重な情報を提供するものであり，学位 l乙値すると考える。
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